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論文内容の要旨

本論文の目的は，質問応答システムに使用される推論システムの研究である。推論システムでは，

形式的推論が使用されるが，論理式で表現されていないデータを参照することができる。

D グラフ推論は推論システムの演鐸法として提案された。これは反ばく法の一種である述語論理

式を D グラフで表現し，与えられた式が矛盾することは D グラフ中の真を表す頂点、 TN から偽を表す

頂点 FN への特別な経路を探索することにより調べられる。解が存在するならば必ず有限回の子順に

よって解が得られること(完全性)が証明された。また，最小解がD グラフ中に存在し，探索評価関数

を適当に定めたアルゴリズムにより最小解が得られることも証明された。

D グラフ推論では，演揮のためのデータは一階述語理論式で宣言的に表現されている。一方，実世

界の事実は手続的に表現された方が，参照，処理が容易に行える場合が多い。そこで，知識を宣言的

にでも子続的にでも表現できる計算機の基本構造として μ- actor が提案された ， f.1-actor は c.

Hewitt( MIT )のactor の主な機能を実現した人工知能用モジュールである。 μ-actor の動作は，

算術文，平面幾何の理解を例にとって示された。また， D グラフ推論を μ-actor により遂行したが，

その際， μ-actor 聞のメッセージ転送をスケジューラで制御することにより擬似並列処理を行った。

そして， D グラフ推論の論理的意味と μ- actor の動きを比較することにより，演縛中に， 子続的表

現されているデータを，メッセージ転送という簡単な形で参照できた。この推論システムを使用した

質問応答システムを計算機リンクを用い遂行した。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，形式的推論方法として D グラフ推論を，またこれを用いた推論システムの知識表現の構

造として μ-actor を新しく提案している。 D- グラフ推論は，一階述語論理に基づいた反ばくによる

定理証明法である。推論能力は導出原理と同じであるが， D- グラフ推論ではグラフ探索手法を適用

することにより，最小解(最も短い証明過程)が得られ，かつ完全性も保証されている。 μ- actor は

知識ベースを構成するためのモデュールであり，使用者は知識を宣言的にでも手続的にも表現するこ

とができ，両者の長所を利用することができる。 μ- actor は基本的には手続き(プログラム)である

ので，知識を詳細にでも簡単にでも記述でき，その知識を使用したい時にのみ呼出すことができる。

また，モデユール化を行い μ- actor 間の相互作用はメッセージ転送という形なので，付加，変更，削

除が簡単である。

本推論システムでは， D- グラフ推論の推論規則は一階述語論理式と等価な D- グラフにより宣言的

に表現されているが，推論中，必要な事実を論理式以外の形で表現されている情報から子続的手法に

より得ることができる。この操作は， D- グラフ推論に携わる μ- actor から，事実を調べる μ-actor 

へのメッセージ転送という簡単な形で行われる。

本推論システムをオンライン・ネットワークを用いた質問応答システムに応用し，日本語人力文に

よる初等幾何学の証明等を行った。

以上本論文は推論システムの新しい一方式を提案したものであり，人工知能の分野に新しい知見を

加えたものであり，工学博士の学位授与に価するものと認める。
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